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ははくくぶぶつつかかんんネネッットト  

第第 3333 号号 
      ～ GINOWAN MUSEUM ～        ２００８年  

 ■ 平成１９年度 企画展 ■                         

 第７回 新収蔵品展     
              － 平成１８年度 受入れ資料 －  

                       ☆入場無料☆     ３ヶ月に１回発行 

（次号は、４月１５日） 

博博物館イ メージキャラ クター 

■開催期間 ： ２００８（平成２０）年１月２０日（日）～２月１８日（月）      天女ちゃんと察度くん   

※毎週火曜日・建国記念の日（２月１１日）は休館となります。 

■入館時間 ： 午前９時～午後４時３０分 

※午後４時３０分までに入館しますと、午後５時まで見学ができます。 

■開催場所 ： 宜野湾市立博物館 企画展示室 

◇◆◇       ◆◇◆       ◇◆◇       ◆◇◆       ◇◆◇ 

 宜野湾市立博物館では、「第７回 新収蔵品展」を１月２０日（日）から２月１８日（月）まで企画展示

室にて開催致します。 この「新収蔵品展」とは、博物館が市内外の方々から１年間で寄贈・収集・

購入などによって受入れた資料を一堂に展示し、今後の博物館活動の充実を目指して毎年度開催

されるものです。 今回の展示会では、博物館が平成１８年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月

３１日までの１年間）に市内外の方々から寄贈・収集・購入した新収蔵資料７３３点を、寄贈者のエピ

ソードや簡単な解説などを含めて公開展示致します☆ 

 主な資料として、若夏国体関連資料（主に放送関係）や、およそ百年前の仏壇、県内の各酒造所

が販売している泡盛のラベルやキャップといった広告資料など、他にも様々な資料があり、それぞ

れの資料によってその時代の様子が見えてくるような資料ばかりとなっています。また、今回展示さ

れる資料は、残念ながら普段の常設展示室では見る事が出来ません。この機会に、ぜひ足を運ん

でご覧になってみて下さいっ♪ 

１～３月 

発行：宜野湾市立博物館 

<TEL> 098-870-9317 

<FAX> 098-870-9316 

◆宜野湾市ホームページ 

< HP > http://www.city. 

ginowan.okinawa.jp/ 

◆宜野湾市教育委員会 

< HP > http://www. 

ginowan-okn.ed.jp/ 

con7/index.html 

 

 

            ▲「第 6 回 新収蔵品展」展示風景 
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■新年のご挨拶                         
 謹んで新年のご挨拶を申し上げます。皆様には清々しく新年をお迎えのこと心からお慶び申し上

げます。 

 旧年中は当市立博物館の企画事業であります特別企画展の『なつかしの宜野湾－写真が語る、

じの～ん物語－』をはじめ、市内の小中学生による『宜野湾市の文化財･民俗・芸能図画作品展』、

『宜野湾市の地形地質と湧き水』・『宜野湾市のウタキめぐり』見学会、『慰霊の日ミニ展示会』、子ど

も博物館の『わらば～体験じゅく』など各種の企画事業におきまして、皆様方のご支援、ご協力を賜

り誠に有難うございました。 

 また、本市をはじめ市外の方々から数多くの貴重な資料を寄贈していただきましたことに深く感謝

申し上げます。 

 年頭に当たりまして皆様方のご多幸を祈念いたしますとともに、本年も宜野湾市立博物館に対し

まして格段のお力添えを賜りますお願い申し上げまして、新年のご挨拶といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 『宜野湾市のウタキめぐり』 見学会                      
 平成１９年度第２回講演会（見学会）『宜野湾市のウタキめぐり』を１２月８日（土）午後１時～５時ま

で開催しました。見学コースは、イーヌヤマ（嘉数）→上の毛〈ｲｰﾇﾓｰ〉のうたき（野嵩）→イーグシカ

ーヌ御嶽（大山）→ウガンヌカタ〈西森御嶽〉（真志喜）の４ヵ所。１２月は忙しい時期ですが、たくさん

の方々から応募があり参加者は２３名でした。講師には、普天満宮宮司で当博物館協議会委員長

である新垣義夫先生を迎え、御嶽についてを中心に、御嶽を拝んでいた人々や祭祀組織、宜野湾

市の歴史について解説していただきました。イーヌヤマでは戦時中のお話もあり、御嶽の周囲にあ

る慰霊塔の紹介もしていただきました。イーグシカーヌ御嶽は個人の敷地内にあり、家主の案内で

急きょ見学予定ではない場所の見学をする等ハプニングが起こりました。移動中のバスの中でも、

宜野湾市について新垣先生から多彩なお話を聞くことができ、充実した見学会になりました。 

 参加者からは、「こんなに身近な場所にウタキが沢山ある事におどろいた」、「自分の住んでいる

宜野湾市の歴史を少し見えたような気がします」、「先人達が大切に守ってこられた事に大変勉強

になりました」などの感想がありました。今後、様々な企画を発信し宜野湾市の歴史や文化につい

て学ぶ機会を設けることができれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 
    

▲ イーヌヤマ ▲ 講師の話に聞き入る参加者 
（左：上の毛のうたきにて   右：ウガンヌカタにて） 

▲ イーグシカーヌ御嶽 

館長  宮城 進 
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■ 『宜野湾人の顔』 展示期間延長のお知らせ                       
現在、『宜野湾人の顔』コーナーでは【伊佐区】のみなさんの顔写真を展示しています。 

１２月２８日（金）まで予定していました展示期間を１月３１日（木）まで延長しますので、まだご覧

になっていない方は、是非この機会に来館してみてください。【伊佐区】のみなさんご協力ありがとう

ございました。 

 次回は、【長田区】のみなさんの顔写真を２月１日（金）～４月３０（水）までの予定で展示します。

【長田区】のみなさんよろしくお願いします。 

～『宜野湾人の顔』展示について～ 

 常設展示室の入口近くにある『宜野湾人の顔』コーナーでは、宜野湾市で生まれ育った方々の顔

写真を展示しています。市内の各自治会などの協力を得て、先輩方（明治・大正・昭和生まれ）と子

どもたち（小学生）計１４名前後の顔写真を撮影し、約３ヶ月ごとに展示替えをしています。 

 なぜ先輩方と子どもたちを対象にしているのかといいますと、今の宜野湾市を作ってきたのが先

輩方で、これからの宜野湾市を引き継いでいくのが子どもたちであるという意味や願いが込められ

ているからです。今後も引き続き、市内のみなさんの様々な「顔」を撮影し、展示していきたいと思い

ますので、依頼があった際には恥ずかしがらずにステキな“笑顔”でのご協力をよろしくお願いしま

す。 

※『宜野湾人の顔』の展示を見学する際には、常設展示室観覧料が必要となりますので、あらかじ

めご了承ください。 

 

■新職員の紹介             

 臨時職員の赤嶺絵美です。博物館勤務になり、私は宜野湾市で

生まれ育っているのにも関わらず市の歴史などについての知識が無

い事を実感しました。これを期にたくさん学んでいきたいです。１１月

からの勤務で、まだまだ未熟者ですが、職員・学芸員を全力でサポ

ートし、市民の皆さんにより親しみのある博物館づくりに貢献できるよ

う頑張りますので、よろしくお願いします。 
 

■自動交付機について                      
       ☆平成２０年２月１日から博物館に証明書自動交付機が設置されます☆ 

住民票の写し・印鑑登録証明書・所得証明書・課税証明書の発行ができます。 

【自動交付機を利用するためには】 

●自動交付機を利用するためには、本庁市民課にて「市民カード」または、「住民基本台帳カード」

の交付を申請し、暗証番号（４桁）の登録が必要になります。 

●既に印鑑登録カードをお持ちの方は、市民カードに引き替える（無料）ことができます。 

●市民カード交付の手続きの際は、本人申請のみで、身分証明書の提示が必要になります。 

【自動交付機の稼働日・利用時間帯】 

【お問い合わせ】 

宜野湾市役所 市民課 市民係 

TEL：８９３－４４１１(内線 108・109) 

 

稼働日 利用時間帯 休館日 

月・水・木・金 

土・日曜日 
９：００～１７：００ 

火曜日、祝日、その他

博物館管理運営規則

に定める日 
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■わらば～体験じゅくの報告！！       
 新年明けましておめでとうございます♪  

 わらば～体験じゅくでは、昨年の 10 月に“わにや工房”シーサ

ー作家の比嘉和行先生を講師に迎え、『漆喰シーサー』作り体験

をしました。どれも個性的で素晴らしい作品ができました。11 月

には、大山のターンム畑に行き、『水路の生き物観察』をしました。

大山ターンム畑の水路には、グッピーやカダヤシ、手長エビ、ハ

ゼ、モクズガニなど多くの生き物を観察することができました。12

月には、野鳥研究者で県立美咲養護学校教諭の嵩原建二先生

を講師に迎え、大山ターンム畑で『バードウォッチングと植物採

取』を行いました。野鳥観察では、キセキレイやハクセキレイ、シ

ロハラなどの冬鳥や、バンやシロガシラなどの留鳥をたくさん観

察することができました。植物採取では、各々好きな植物を採取

して博物館に戻り、講師の教えの元、植物のしおりを作りました。

普段は気にも止めない道端などに生えている植物もよく見ると、

とても綺麗な形や模様をしているのが多く、しおり作りをしたこと

によって新しい発見がありました。 

 昨年の 6 月から始まった“わらば～体験じゅく”も残すところあと

2 回になってしまいました。残りは少ないですが“わらば～体験じ

ゅく”では、これからも貴重な体験をしていきたいと思います。こ

れからも宜しくお願いします。 

 

■博物館に新しい仲間が増えました♪         
  

博物館には４つの水槽があります。そこには、カダヤシ・グッピ

ー・リュウキュウメダカ・ホシマダラハゼ・ヤマトヌマエビなどがいま

す。リュウキュウメダカ以外は大山のターンム畑周辺の水路や湧き

水などで採取してきたものです。その水槽に新たにミナミテナガエ

ビ・クロヨシノボリ・トゲナシヌマエビの３種類が仲間に加わりました。

この３種類も大山のターンム畑周辺の水路や湧き水などから採取し

ました。 

ミナミテナガエビは最大１０センチにもなる大型の淡水エビで、方

言ではタナガー・タナゲーと呼ばれています。食べることもでき、美

味として有名です。クロヨシノボリは体長７センチぐらいまで成長しま

す。方言ではイーブーと言われています。かわいい顔とは裏腹に気

性が荒く、水槽のグッピーやエビを食べてしまいます（・_；） トゲナ

シヌマエビは最大でも２センチ程度にしか成長しない小型の淡水エ

ビです。方言ではセー・セーグヮーと呼ばれています。博物館の水

槽には５０匹ぐらいのトゲナシヌマエビが元気に泳いでいます。 

大山のターンム畑周辺には自然が残っていて、宜野湾市で見ら

れる生き物の多くが大山のターンム畑周辺でみることができます。

このような貴重な自然をいつまでも残していきたいですね♪ 

※ 博物館に来たときには水槽も見学して下さいね！ 

 

 

 

 

 

 

▲ トゲナシヌマエビ 

▲ クロヨシノボリ 

▲ ミナミテナガエビ 

▲バードウォッチングと植物採取 

▲漆喰シーサー作り 

▲水路の生き物観察 
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入館料免除・資料館外貸出の申請について 

◎ 申請する場合は、手続きが必要です ◎ 
 

博物館では入館料の免除申請と、資料の館外貸出申請を行うことができます。 

申請書に必要事項を記入の上、入館・貸出を希望する日の１週間前 （休日や祝祭日を除い 

た１週間前にご協力お願いします）までに、直接博物館に提出してください。 

※申請書は内容等、又は当館の業務に支障がないか検討の上、許可の可・不可の通知を 

致します。 

 

 ■入館料の免除申請に該当する団体■ 

   ①宜野湾市内の小・中・高等学校で、教育課程に基づく学習活動として入館する学生、生徒、 

児童及びこれらの引率者。 

   ②宜野湾市教育委員会、博物館が開催する博物館資料に関する講演会、講習会、 

研修会等に参加して入館する者。 

   ③その他、館長が免除することが適当であると認めた者。 

 

 ■主な貸出資料■ 

   ○収蔵品     ○ビデオ     ○写真パネル 

 

～☆～ あなたの家に、眠っていませんか？ ～☆～ 

 

博物館では、宜野湾市を中心とした様々な生活用品や､当時の暮らし 

が分かる道具・写真・映像などの収集を行っています。宜野湾市の歴史 

や自然に関する資料も大歓迎です！！ 

 

もし「こんなのがあるけど、どうかな？」と思っている方は、博物館まで 

ご連絡ください。 職員がお伺い致します。 

 

～ 市立博物館にて、証明書の交付を行っています ～ 

住民票（謄本・抄本）と印鑑証明のみ、市立博物館の窓口にて申請を行えば発行されるという仕

組みです。 

 ★注意事項 

１）火・土・日、祝祭日、慰霊の日、年末年始は休みです。 

    ※休館日に祝祭日が重なる場合には、翌日の休みでない日が振替休日となります。 

また、くん蒸などの臨時休館日も休みになります。 

２）午前９時～午後４時３０分までの受付となっています。 

３）上記のとおり、住民票（謄本・抄本）と印鑑証明以外は交付できません。 

４）平成１９年１１月１５日より、住民票「除票」は交付できません。 

５）自動交付機稼働後（２月１日以降）でも、上記１）～４）のとおり窓口申請は可能です。 
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～ 平 成 １９ 年 度 の 事 業 案 内 ～ 

２００８年 １月 ～ ２００８年 ３月 

月 日 曜日 内     容 期   間 

 

１ 

 

２０ 

 

 

日 

  企画展 

「 新 収 蔵 品 展 」 

2 月 18 日（日）まで 

 

※入場無料 

毎月第３土曜日 

（内容によっては、

変更があります） 

子ども博物館 

第８期 「わらばー体験じゅく」 

★１月はターンム収穫 

★２月は沖縄そば作り 

 

※受付は終了 

２００７年６月～ 

２００８年２月まで 

※日時や内容は未定のものもありますので、変更に関してはご了承ください。 

   ◎詳しい日程や内容は、事業開催前に配布するチラシ等、あるいは市報や新聞・雑誌の情報欄、

はくぶつかんネット、ホームページ等をご覧いただくか、博物館までお問い合わせください。 

～平成２０年度の事業予定～ 

★「第９期 わらば～体験じゅく」 募集は５月を予定。 

★展示会は「匠展（仮称）」、「宜野湾市の文化財・民俗・芸能図画作品展」、「新収蔵品展」、 

 「慰霊の日特別展」、「字展」など予定。 

★講演会も予定。 

 

◆ 宜野湾市立博物館の案内 ◆   

                         

                       

                            

 

 

 

 

 

 

△大型バスの駐車スペース有り 

 

 ◎ 開館日・入館受付時間  

  平日、土、日曜日の午前９時～午後５時 

（入館受付は午後４時３０分まで） 

 ◎ 休 館 日  

火曜日、祝祭日、慰霊の日（６月２３日）、                    

年末年始（１２月２９日～１月３日）                     

※その他、くん蒸による臨時休館日あり                        

※休館日に祝祭日が重なる場合には、翌日                       

の休みでない日が振替休日となります 

 ◎ 常設展示室 観覧料  

 大 人 高校・大学生 小・中学生 

個 人 ２００円 １００円 ５０円 

団 体 １５０円   ５０円 ３０円 

 

★２階の図書室は、無料でご利用できます。 

但し、窓口での受付が必要です。  

※団体は２０名以上からとなります。 

※高校・大学生は、学生証の提示をお願いします。 

※障害者の方は、障害者手帳を提示すると無料に 

なります。 

 〒９０１－２２２４ 

沖縄県 宜野湾市 真志喜 1-25-1 

  TEL  :  098-870-9317 

  FAX  :  098-870-9316 

 


